
学
界
消
息

朝
鮮
挙
会
　
第
十
七
回
大
会

　
昭
和
贈
～
年
【
○
月
比
顕
・
九
日

　
於
　
天
理
大
学

　
〈
講
演
会
〉

　
高
麗
の
絵
画
に
つ
い
て
　
　
　
　
　

熊
谷
賞
夫

　
正
正
と
そ
の
時
代
　
　
　
　
　
　
宋
松
保
和

　
〈
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〉
　
「
李
氏
朝
鮮
研
究
の
課
題
を
話

　
　
し
あ
お
う
」

　
小
説
か
ら
み
た
英
・
正
時
代
　
　
　
　
　
大
谷
　
森
繁

　
諺
文
文
献
か
ら
み
た
英
・
正
時
代
　
　
　
中
村
　
　
完

　
李
氏
朝
鮮
後
期
に
お
け
る
実
学
に
つ
い
て
の
研
究
と

　
　
問
題
点
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
原
　
冤
｛

　
李
氏
朝
鮮
末
期
に
晶
4
0
け
る
建
築
の
動
態
　
杉
由
　
儒
三

　
中
属
文
化
の
縁
流
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
内
　
良
弘

　
日
本
関
係
の
研
究
災
と
そ
の
問
題
点
　
　
長
　
　
圧
統

藁
脚
誌
払
み
く
勘
ナ
史
学
ム
瓜
　
　
詣
く
ム
ム

　
昭
和
四
　
年
一
〇
月
二
二
摘

　
於
法
政
大
学

　
武
蔵
國
造
と
足
立
郡
司
武
蔵
武
芝
　
　
大
村
　
進

　
相
模
國
大
友
郷
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
芥
娼
龍
男

　
キ
リ
シ
タ
ン
布
教
に
お
け
る
慣
習
の
役
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
野
　
真
幸

　
曹
洞
教
団
の
地
方
僧
録
と
大
名
の
転
封
一
奥
蝿
三

　
　
春
領
に
お
け
る
録
所
争
論
i
　
　
　
渡
辺
　
康
贔

　
近
世
寒
期
甲
州
八
ケ
嶽
山
麓
の
農
村
一
－
寒
水
論
争

　
　
を
中
心
に
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
達
　
　
溝

　
河
蘭
陀
風
説
露
の
受
理
・
翻
訳
お
よ
び
進
達
の
順
序

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
桐
　
一
男

　
シ
ー
ボ
ル
ト
の
鶏
本
誌
物
学
に
及
ぼ
し
た
る
影
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
山
　
禎
一

　
小
野
友
五
郎
小
債
一
幕
上
置
新
期
の
知
識
人
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
森
　
　
実

隣
邦
兵
備
略
に
つ
い
て
　
　
　
　
安
岡
昭
男

　
明
治
初
期
の
取
置
語
学
校
一
官
立
校
を
中
心

　
　
と
し
て
；
…
　
　
　
　
　
　
　
青
木
光
行

　
紀
元
二
千
六
菖
年
祭
の
背
紫
　
　
　
　
　
那
須
　
良
郎

上
蜘
佃
大
蛍
・
中
（
学
A
冨
　
仙
第
十
六
㎜
エ
八
ム
凱

　
昭
和
西
一
年
目
〇
月
曜
ニ
ニ
一
三
日

　
於
　
上
智
大
学

　
〈
公
開
講
演
〉

　
日
本
農
業
の
起
源
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
八
幡
　
　
一
郎

　
古
代
末
期
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
敦
と
異
教
の
対
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秀
村
　
欣
二

　
〈
研
究
発
表
〉

　
「
ド
レ
フ
ユ
ス
事
件
」
に
お
け
る
知
識
人
の
役
割
に

　
　
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
野
広
一
郎

　
千
葉
漿
長
生
郡
の
繊
穴
　
　
　
佐
藤
克
己
・
織
本
重
道

　
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
の
勅
命
O
o
α
・
↓
7
Φ
0
9
×
＜
戸
押
昏
。

　
　
を
め
ぐ
っ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
沢
　
武
男

　
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
前
に
お
け
る
ミ
ル
ト
ン
の
改
革

　
　
思
想
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
挿
田
　
孝
属

　
初
期
の
太
政
大
臣
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
松
本
　
　
肇

　
一
八
四
〇
年
代
に
お
け
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
移
民
問

　
　
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
矯
　
裕
之

　
フ
ラ
ン
ス
第
三
共
漏
鵠
成
立
と
そ
の
背
照
京
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
本
　
隆
治

　
森
有
礼
の
「
廃
刀
諭
」
に
つ
い
て
　
　
　
織
田
　
陽
二

　
ベ
ケ
ッ
ト
論
争
・
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
諭
女
原
純
生

　
竃
㌶
ω
…
器
く
。
鵠
℃
銭
奏
に
つ
い
て
　
広
簡
健
治

　
我
が
薦
近
世
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
科
学
受
容
に
つ
い
て
の

　
　
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
原
　
　
悟

　
天
平
年
閤
に
来
冒
し
た
波
斯
人
挙
密
医
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
村
　
茂
樹

　
古
代
修
道
生
活
に
お
け
る
教
会
慧
識
　
　
鈴
木
　
竃
明

　
沖
縄
に
お
け
る
中
国
帰
化
入
の
世
系
譜
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
鳥
　
芳
郎

｛
果
＋
刀
挙
ム
質
　
第
十
↓
ハ
園
△
苔
貝
脚
下
ム
誤

　
昭
和
四
一
年
一
一
月
四
摂

　
於
京
都
国
立
博
物
館

　
中
世
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
中
園
文
化
の
是
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
上
　
次
男

　
宋
江
は
二
人
い
た
か
　
　
　
　
　
　
　
宮
崎
　
市
定
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学界消息

日
本
恩
想
史
研
究
会
第
三
圏
研
究
大
会

　
昭
翻
四
一
加
十
一
一
門
月
五
・
六
・
七
日

於
同
志
社
大
学

　
古
代
神
観
の
一
考
察
ー
イ
ヴ
」
ル
・
ア
イ
（
邪
視
）

　
を
め
ぐ
っ
て
i

「
も
の
の
あ
は
れ
」
と
幽
玄

江
戸
時
代
人
の
仏
足
石
造
顕
の
意
図

「
愚
管
抄
」
の
著
作
年
代

世
阿
弥
の
美
学
思
想

中
厳
円
月
の
儒
仏
一
致
思
想

戦
国
武
将
の
印
童
・
と
思
相
心

西
田
　
長
男

渡
部
　
正
一

佐
々
木
利
三

石
国
　
一
良

下
店
　
静
市

春
日
　
佑
芳

荻
野
三
七
彦

孝
道
に
お
け
る
ヒ
ュ
…
マ
ニ
ズ
ム
の
問
題
一
…
中
江

　
藤
樹
の
孝
を
中
心
と
し
て
1

前
提
録
の
「
数
奇
」
論
に
つ
い
て

会
津
藩
と
神
道

天
台
教
学
（
と
く
に
圭
観
）
と
美
意
識

記
紀
に
お
け
る
代
受
苦
の
神

稲憲平富伊
飯崎　西藤

薄義重一友
一泉道積信

神
社
の
起
源
i
上
代
思
想
に
即
し
て
一

物
総
画
と
仏
教

古
代
災
異
思
想
の

　
　
　
　
　
　
　
　
松
宮

　
　
　
　
　
　
　
　
安
井

一
考
察
　
　
　
　
　
江
畑

　良韮
武三房

古
代
説
話
の
仏
教
説
話
的
変
容
1
一
信
費
繊
縁
起
の

　
ば
あ
い
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
井
昌
昭

承
久
乱
後
の
慈
円
の
思
想
　
　
　
　
　
　
玉
懸
　
薄
之

鎌
倉
時
代
に
お
け
る
慣
習
法
と
し
て
の
道
理
か
ら
成

　
文
法
の
制
簸
ま
で
　
　
　
　
　
　
　
　
測
q
　
　
博

鎌
倉
仏
教
に
お
け
る
自
然
へ
の
同
化

北
条
実
時
と
源
氏
物
語

増
賀
襲
説
話
の
形
成
と
変
貌

雨
宝
童
子
の
信
仰

御
伽
草
子
の
神
道
思
想

五
十
朝
明
宝

佐
藤
　
和
夫

大
塚
　
　
智

西
島
　
一
郎

圏
国
　
　
健

古
典
に
お
け
る
原
木
状
況
の
科
学
的
研
究
に
つ
い
て

　
一
1
五
行
儒
証
坂
東
本
調
査
を
中
’
5
と
し
て
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
霞
　
武
彦

真
和
本
「
後
三
年
含
続
絵
」
の
一
考
察
河
野
秀
男

南
北
朝
時
代
に
お
け
る
天
の
思
想
－
「
梅
松
論
」

　
を
め
ぐ
っ
て
一
　
　
　
　
　
　
　

石
毛
　
　
忠

石
田
梅
岩
の
役
会
像
　
　
　
　
　
　
　
　
子
安
　
宣
邦

上
灘
　
国
職
親
に
お
け
る
聖
天
の
法
思
想
　
今
中
　
寛
司

穂
積
以
貫
「
経
学
要
字
箋
」
と
近
松
の
浄
瑠
璃

　
一
義
理
人
情
を
中
心
と
し
て
i

司
馬
江
漢
の
実
用
濃
密
と
虚
無
主
義

草
葬
蠣
起
論
と
脱
藩

田
岡
嶺
霊
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

西
廻
に
お
け
る
天
と
道
徳

初
期
同
志
社
の
教
学

佐
々
木
久
春

黒渋瀬．と藤
井川尾田原

六久幹
郎子央穣遙

｛
父
学
ム
皿
　
第
六
五
圏
大
ム
孤

　
昭
和
四
一
年
＝
月
一
二
こ
口
二
瓢
臼

　
於
　
東
京
大
学

　
〈
公
開
講
演
〉

　
封
建
制
に
閑
す
る
若
干
の
問
題
一
…
中
世
を
中
心
と

　
し
て
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井
　
良
助

フ
ィ
リ
ッ
プ
．
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
と
ヘ
ソ
リ
…
二
世
及

　
び
頼
朝
の
時
代
の
封
建
捌
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ユ
オ
ソ
・
デ
・
ロ
ソ
グ
レ

〈
日
本
史
部
会
〉

後
漢
書
の
倭
鼠
観
の
誤
謬
及
び
正
し
い
倭
・
倭
國
・

　
女
王
観
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
　
　
健
二

型
置
宮
人
制
の
撮
身
法
に
つ
い
て
　
　
　
加
藤
　
　
晃

摂
関
家
領
の
糟
統
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
義
江
　
彰
夫

甲
賀
郡
山
中
氏
と
郡
中
惣
　
　
ハ
領
空
の
規
定
の
た

　
め
に
一
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
高
木
　
昭
作

近
世
初
頭
に
お
け
る
代
官
支
配
に
つ
い
て
i
伊
奈

　
備
前
守
忠
次
を
中
心
に
ー
ー
　
　
　
　
村
上
　
　
藏

寛
文
元
禄
期
の
村
方
騒
動
i
静
岡
県
大
井
絹
下
流

　
域
村
落
を
申
心
と
し
て
一
…
　
　
　
　
種
本
　
増
夫

旗
本
神
保
氏
の
村
落
支
配
に
つ
い
て
…
一
正
徳
年
間

　
知
行
村
の
出
訴
一
件
を
中
心
に
一
　
川
村
　
　
優

く
東
洋
史
六
会
V

漢
代
に
お
け
る
『
距
某
臨
の
形
成
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
形
　
　
勇

マ
ウ
リ
や
朝
時
代
に
お
け
る
仏
教
の
発
展
i
一
伝
道

　
曄
派
遣
伝
説
の
再
検
討
i
　
　
　
　
山
崎
　
元
一

北
朝
仏
像
銘
の
形
態
的
分
類
　
　
　
　
　
佐
藤
　
智
水

杜
佑
の
天
宝
歳
計
記
寮
　
　
　
　
　
　
　
池
田
　
　
温

老
子
の
孝
慈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

板
野
　
長
八

O
α
智
朝
期
に
お
け
る
9
魯
ヨ
巴
禽
坦
村
落
増
加

ユ61 （313）



の
意
味
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薫
　
　
昇

樽
代
運
船
業
の
経
営
構
造
　
　
　
　
　
　
斯
波
　
義
儒

司
馬
光
及
び
王
安
〔
石
の
自
然
観
　
　
　
　
寺
地
　
　
遵

壬
辰
・
丁
酉
役
後
、
日
鮮
往
復
文
書
改
作
の
背
量

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
　
　
正
統

崇
徳
改
元
を
め
ぐ
る
諸
問
題
　
　
　
　
　
松
村
　
　
潤

フ
ィ
リ
ピ
ン
革
命
の
性
格
　
　
　
　
　
　
池
端
　
雪
浦

波
斯
国
王
居
和
多
の
上
表
に
つ
い
て
　
　
榎
　
　
一
雄

〈
西
洋
史
部
会
〉

六
、
七
世
紀
に
お
け
る
ロ
ー
マ
帝
国
の
パ
ル
カ
ソ
国

　
境
線
の
変
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
村
　
慮
臣

中
世
末
期
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
中
央
行
政
機
関
へ
の

　
俗
人
の
進
出
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
城
戸
　
　
毅

近
世
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
の
農
村
都
市
と
特
権
都
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
巻
　
　
清

ビ
ス
マ
ル
ク
と
ナ
ー
ス
ト
リ
ア
の
内
政
i
議
会
主

　
義
と
厩
族
問
題
を
中
心
に
一
；
　
　
矢
田
俊
隆

十
九
世
紀
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
革
命
運
命
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阪
策
　
　
宏

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
土
地
問
題
②
一
C
・
D
・
B

　
の
史
的
意
義
に
つ
い
て
一
　
　
　
　
古
田
　
哲
一

ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
に
お
け
る
東
部
救
済
政
策
に
つ

　
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
谷
　
　
勤

ナ
チ
ス
饅
業
政
策
の
問
題
点
　
　
　
　
　
古
川
　
栄
輔

日
本
史
研
究
ム
苫
　
一
九
六
六
年
度
大
ム
四

昭
和
四
一
年
一
一
月
一
八
鶏
、
一
九
日

於
　
立
命
館
大
学

へ
個
舗
研
究
報
告
〉

畿
内
と
東
国
一
古
代
窯
業
に
つ
い
て
r

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
　
琢

平
氏
政
権
論
序
説
　
　
　
　
　
　
　
　
高
田
　
　
実

美
濃
に
お
け
る
幕
藩
翻
的
支
配
の
成
立
と
そ
の
特
質

　
に
つ
い
て
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
原
　
　
昭
午

三
一
運
動
と
日
本
の
弾
圧
　
　
　
　
　
　
姜
　
　
徳
絹

〈
共
同
研
究
報
告
〉
　
「
歴
史
像
の
再
構
成
と
歴
史
法

　
則
」（

古
代
）
七
世
紀
の
社
会
と
「
大
化
改
新
」
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
代
史
部
会

（
申
世
）
中
世
後
期
の
日
村
落
　
　
　
　
　
仲
村
　
　
研

（
近
世
）
明
治
維
新
の
思
想
史
的
基
難
　
松
浦
　
　
玲
．

（
近
世
）
話
本
帝
国
主
義
の
国
際
的
地
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
口
　
和
起

仏
数
史
学
会
第
一
八
回
学
術
大
会

　
昭
和
四
一
年
一
一
月
一
九
沼

　
近
世
本
願
寺
教
団
に
お
け
る
本
末
鵠
痩
と
寺
格
の
関

　
　
係
に
つ
い
て
一
絶
対
霊
義
教
権
確
立
の

　
　
一
前
提
一
　
　
　

児
玉
識

　
葉
蜂
山
水
屏
風
の
國
題
に
つ
い
て
　
　
　
白
谷
　
｛
慧
勇

　
サ
カ
族
と
仏
教
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
香
州
　
孝
雄

　
チ
ベ
ッ
ト
密
教
の
思
想
的
減
量
　
　
　
　
小
娼
　
一
乗

法
然
仏
教
の
波
紋
と
鎌
倉
諸
匠
の
態
度
　
石
田
　
充
之

愚
管
抄
の
成
立
年
代
考
　
　
　
　
　
　
　
福
井
　
康
顎

朝
鮮
吏
研
究
会
　
第
四
園
大
会

　
昭
湘
四
一
年
一
一
月
一
九
・
二
〇
日

　
於
　
明
治
大
学

　
〈
共
通
課
題
〉
翻
…
鮮
祉
ム
窟
の
歴
・
史
的
発
展

　
前
近
代
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
田
　
幸
男

　
近
現
代
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梶
村
　
秀
樹

　
〈
個
別
報
告
〉

　
朝
鮮
に
お
け
る
先
史
社
会
よ
り
古
代
国
家
へ
の
移
行

　
　
に
関
す
る
二
・
三
の
問
題
　
　
　
　
三
上
　
次
男

　
朝
鮮
身
分
制
の
変
質
i
部
曲
の
崩
壊
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
原
　
正
昭

　
土
地
所
有
関
係
か
ら
み
た
科
田
法
　
　
有
井
智
徳

　
朝
鮮
に
お
け
る
資
本
主
義
崩
下
形
成
の
研
究
を
め
ぐ

　
　
っ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
　
　
曜
顕

　
一
九
三
〇
年
代
矯
・
本
塗
国
主
蒜
｝
の
朝
鮮
…
工
業
化
政
策

　
　
と
そ
れ
が
朝
鮮
に
お
よ
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
英
夫

　
南
朝
鮮
の
農
地
改
革
に
つ
い
て
　
　
　
　
谷
浦
…
孝
雄

大
谷
大
学
仏
教
史
学
会
　
大
会

　
昭
「
瀦
四
二
年
「
　
…
臼
偲
工
懸
紙
門

　
於
　
大
谷
大
学

　
慈
雲
尊
者
に
つ
い
て

多
田
　
孝
円
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坂
環
本
教
行
信
証
の
ゆ
緋
科
学
的
研
究

善
宗
本
「
御
伝
紗
」
に
つ
い
て

阿
弥
陀
堂
建
築
に
つ
い
て

ハ
聴
鍵
講
演
〉

中
世
社
ム
四
に
お
け
る
整
の
音
心
義

古
田
　
武
彦

名
畑
　
　
崇

藤
島
　
達
郎

黒
濁
　
俊
雄

ゐ人

ﾋ
史
単
ム
五
　
一
九
六
六
缶
＋
度
大
ム
黙

　
昭
和
四
一
似
丁
一
　
一
月
一
工
ハ
ロ
回
・
一
一
七
口
q

　
於
東
京
教
育
大
学

二
六
臼
　
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
共
通
テ
ー
マ
「
葉
ア

　
ジ
ア
前
近
代
に
お
け
る
国
家
灌
力
と
農
事
」

　
宋
代
に
お
け
る
罵
家
権
力
と
農
村
一
水
利
問
題
を

　
　
盈
じ
て
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
瀬
　
　
守

　
中
憶
成
立
期
に
お
け
る
国
家
権
力
と
村
落

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
田
次
郎
・
高
田
実

二
七
臼
〈
日
本
史
部
会
〉

日
本
に
お
け
る
石
炭
産
業
の
成
立
過
程

幕
藩
体
制
下
に
お
け
る
江
川
家
の
動
向

近
世
満
水
湊
周
辺
村
落
の
構
造

中
世
末
真
宗
教
關
一
の
本
末
関
係

古
代
戴
麟
の
仏
教
と
観
音
鎌
賢
立

「
寓
寺
三
綱
都
維
那
尼
内
」
に
つ
い
て

大
王
・
大
連
・
大
臣
三
者

〈
東
洋
史
部
会
〉

一工

綜
轤
ﾌ
屯
田
を
め
ぐ
っ
て

唐
宋
時
代
の
「
社
」
に
つ
い
て

橋
本
　
哲
哉

高
橋
　
　
敏

吉
原
健
一
郎

新
行
　
紀
一

畢
川
征
子

須
田
　
春
子

大
畑
　
正
一

飯
国
　
国
雄

網
田
　
　
洋

ゲ
ザ
ル
王
の
物
語
と
ボ
ソ
教
　
　
　
光
島

中
国
共
産
党
と
農
民
問
題
　
　
　
　
　
　
栃
木

商
鞍
爵
制
の
一
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
千
葉

河
西
王
国
の
性
格
、
特
に
前
涼
を
中
心
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
藤

宋
代
の
郷
村
統
治
i
溶
解
維
持
の
場
合
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺

古
ジ
ャ
ワ
史
料
か
ら
見
た
元
（
↓
餌
3
「
）

　
進
討

清
腰
部
院
大
臣
の
評
議
併
田
川
に
つ
い
て

李
朝
後
期
実
学
の
研
究
動
向

発
代
の
農
村

〈
西
洋
史
部
会
〉

茂利
雄夫督勝

頴
房

の
ジ
ャ
ワ

仲
細
　
浩
三

郎
本
野
宣

密
原
兎
一

岡
本
　
敬
二

ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
制
期
に
お
け
る
ド
イ
ツ
共
産
党
に

　
つ
い
て
の
一
考
察
i
統
　
戦
線
不
成
立
の
原
因

　
を
中
心
に
i
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
代
　
彬
雄

ジ
・
ー
ジ
三
世
論
一
≦
三
σ
q
史
観
と
裟
竃
巳
貧
ω
導

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
穂
積
　
璽
行

使
徒
パ
ウ
ロ
の
皇
帝
「
上
訴
」
　
　
　
再
読
　
　
達

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
ー
ー
若
い
女
性
の
視
角
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
本
苑
子
・
後
藤
江
恵
干

く
考
古
部
会
V

松
声
市
殿
平
賀
貝
塚
の
調
査
　
　
　
　
　
口
村
上
　
俊
嗣

根
国
市
、
温
根
元
罪
跡
の
調
奮
　
　
　
　
前
田
　
　
潮

　
　
一
一
月
例
ム
耳
予
比
q

日
時
　
六
月
三
β
（
土
）
午
後
一
時
出
発

見
学
会
　
ふ
す
ま
絵
観
賞

　
大
徳
寺
聚
光
院
一
酋
本
願
寺
書
院
…
大

　
覚
寺
（
バ
ス
に
て
巡
回
）

　
　
　
　
　
　
臨
地
講
師
　
引
照
恒
夫
属

　
本
例
会
に
限
り
参
加
会
費
　
三
〇
〇
円

　
※
参
加
御
希
望
の
方
は
、
会
費
を
添
え

　
て
当
会
宛
お
申
込
下
さ
い
。
先
着
五
〇

　
名
に
て
〆
切
。

九九
六六
七七
年年

一

発
行
人

邸
刷
所

　
盟
五
羅
欄
定
価
三
〇
〇
円

　
林
　
　
（
第
五
〇
巻
第
二
号
）

京
都
宿
左
京
区
吉
鴎
本
町

京
都
火
学
文
学
部
内

　
史
　
　
学
　
研
　
究
　
会

　
　
　
　
　
　
　
振
替
二
郷
五
一
五
五
番

　
理
事
長
　
　
小
葉
田
　
　
淳

　
京
都
市
下
京
援
西
七
条
郷
所
ノ
内
中
町
五
〇

　
中
村
印
欄
株
式
藻
琴
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